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オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
五
一　
（
一
五
一
）

は
じ
め
に

　

オ
ス
マ
ン
朝
下
の
同
職
組
合
史
研
究
の
現
状
は
、
地
域
・
時

代
・
業
種
ご
と
に
多
様
な
同
職
組
合
の
事
例
を
蓄
積
さ
せ
つ
つ
、

従
来
議
論
さ
れ
て
き
た
組
合
の
自
治
性
や
自
律
性
に
つ
い
て
、
そ

う
し
た
多
様
性
を
踏
ま
え
て
再
検
討
し
て
ゆ
く
段
階
に
あ

（
（
（

る
。
こ

う
し
た
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
『
日
本
中
東
学
会
年

報
』
誌
上
に
発
表
し
た
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
皮
鞣
工
組
合

に
関
す
る
小
論
に
お
い
て
、
皮
鞣
工
房
群
の
分
布
や
皮
鞣
工
組
合

の
構
造
、
原
材
料
や
商
品
の
売
買
を
め
ぐ
る
紛
争
の
実
態
を
検
証

し
つ
つ
、
組
合
の
自
治
性
・
自
律
性
に
つ
い
て
都
市
当
局
や
他
の

同
職
組
合
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察
を
試
み

（
（
（

た
。
し
か
し
、
皮
鞣

工
の
生
活
や
環
境
、
役
員
と
構
成
員
の
関
係
と
い
っ
た
組
合
や
工

房
群
の
内
部
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
主
な
史
料
と
し
て
用
い
た
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
・
ア
フ
キ
ャ
ー
ム
台
帳I

4stanbul A
hkâm

 D
efter-

leri

の
性
格
上
、
そ
の
重
要
性
に
も
拘
ら
ず
充
分
に
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ

（
（
（

た
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
少
し

で
も
克
服
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
際
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
エ
ヴ
リ

ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー Evliyâ Çelebi

（
一
六
八
五
年
頃
歿
）
の
『
旅

行
記Seyâhat-nâm

e

』
に
記
さ
れ
た
皮
鞣
工
に
関
す
る
記
述
で

あ
ろ
う
。
こ
の
『
旅
行
記
』
に
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
皮
鞣
工
を

取
り
巻
く
環
境
や
、
雇
用
・
養
育
を
め
ぐ
る
彼
ら
に
固
有
の
慣
習

に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
な
記
述
が
あ

（
（
（

り
、
と
り
わ
け
後
者
に
つ
い

て
は
早
く
か
ら
そ
の
史
料
的
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
皮
鞣
工
組
合
の
自
治
的
・
自
律
的
側
面
を
強
調
す
る
根
拠
と
さ

れ
て
き
た

（
（
（

が
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
実
態
を
め
ぐ
っ
て
他
の
史
料

に
よ
る
裏
付
け
や
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で

オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の

皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

藤　

木　

健　

二



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

一
五
二　
（
一
五
二
）

あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

お
い
て
皮
鞣
業
の
一
大
中
心
地
で
あ
り
続
け
た
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮

鞣
工
房
群
を
取
り
上
げ
、
ま
ず
、
そ
こ
で
の
皮
鞣
工
を
取
り
巻
く

施
設
や
店
舗
・
工
房
の
分
布
を
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
先
述
の
雇

用
・
養
育
を
め
ぐ
る
慣
習
の
実
態
と
、
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
組

合
に
よ
る
構
成
員
の
監
督
と
処
罰
の
問
題
に
つ
い
て
可
能
な
限
り

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
対
象
と
す
る
時
代
は
主
に
一
七
・
一

八
世
紀
と
し
、
史
料
と
し
て
は
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
『
旅

行
記
』
に
加
え
、
そ
の
史
料
的
重
要
性
に
も
拘
ら
ず
充
分
に
活
用

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳

I

4stanbul M
ahkem

esi Ser ‘iye Sicil D
efterleri

を
中
心
に
用

い
（
（
（

る
。

一　

イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
と
周
囲
の
環
境

　

イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
は
、
一
五
世
紀
後
半
、
ス
ル
タ

ン
・
メ
フ
メ
ト
二
世
（
在
位
一
四
四
四
─
四
六
、
一
四
五
一
─
八

一
年
）
の
ワ
ク
フ
財
源
と
し
て
、「
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
の
外
（Y

edi-
kule hârici

）」
や
「
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
（Y

edikule havâlî-
si

）」
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
西
南
部
の
郊
外
の
一

（
（
（

画
に
建

設
さ
れ

（
（
（

た
。
そ
の
当
初
の
規
模
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
六
世
紀

後
半
か
ら
一
八
世
紀
の
工
房
数
は
三
〇
〇
─
四
〇
〇
軒
程
度
で
あ

っ
（
（
（

た
。
皮
鞣
業
に
は
大
量
の
水
を
必
要
と
し
、
ま
た
悪
臭
や
汚
水

を
伴
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
工
房
は
一
般
に
都
市
の
周
辺
部
に
立
地

し
た

（
（（
（

が
、
と
り
わ
け
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
は
周
囲
を
空
き
地
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
都
市
の
他
地
区
と
は
一
定
の
距
離
を
置
く
孤
立
し

た
空
間
で
あ
っ

（
（（
（

た
。
ま
た
、
当
初
よ
り
屠
畜
・
皮
鞣
・
腸
線
製
造

と
い
っ
た
「
家
畜
利
用
業
」
の
中
心
地
と
し
て
開
発
さ
れ
、
屠
畜

場
や
腸
線
工
房
も
メ
フ
メ
ト
二
世
の
ワ
ク
フ
財
源
と
し
て
皮
鞣
工

房
群
に
併
設
さ
れ

（
（（
（

た
。
そ
の
結
果
、
周
囲
に
は
夥
し
い
悪
臭
が
立

ち
込
め
る
こ
と
と
な
り
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
に
拠
れ
ば
そ

れ
は
「
他
所
者
が
少
し
で
も
留
ま
れ
ば
そ
の
者
は
死
ん
で
し

ま
（
（（
（

う
」
程
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
は
、
都
市
郊
外
に
工
房
が
集

中
す
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
あ
り
方
を
「
整
っ
た
町
（kasa-

ba-i m
a ‘m

ûre

）」
と
表
現
し
、
そ
こ
に
は
一
軒
の
金
曜
モ
ス
ク

（câm
i ‘

）
と
七
軒
の
モ
ス
ク
（m

escid

）、
一
軒
の
ハ
ー
ン

（hân

）、
一
軒
の
公
衆
浴
場
（ham

m
âm

）、
七
軒
の
水
場

（sebîl

）、
三
軒
の
修
道
場
（tekye

）、
屠
畜
場
（sallakhâne

）、

三
〇
〇
軒
の
皮
鞣
工
房
（tabbâg dükkânı

）、
皮
革
加
工
用
の

糊
を
つ
く
る
五
〇
軒
の
工
房
（dutkalcı kârhânesi

）
が
あ
り
、

さ
ら
に
沿
岸
部
に
は
七
〇
軒
の
腸
線
工
房
（kiri sci kârhâne-



オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
五
三　
（
一
五
三
）

si
）
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い

（
（（
（

る
。
当
該
史
料
に
は
こ
れ
ら
の
工
房

や
施
設
に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
軒
数
に

つ
い
て
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ

の
記
述
か
ら
同
地
区
が
単
な
る
工
房
の
密
集
地
帯
で
は
な
く
、
日

常
生
活
に
必
要
な
宗
教
・
公
共
施
設
を
も
備
え
て
い
た
と
見
る
こ

と
は
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
他
の
史
料
か
ら
も
以
下

の
よ
う
に
跡
付
け
ら
れ
る
。

　

ア
イ
ヴ
ァ
ン
サ
ラ
イ
ー
・
ヒ
ュ
セ
イ
ン
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ

A
yvânsarâyî H

üseyin Efendi
（
一
七
八
七
年
歿
）
の
『
諸
モ

ス
ク
の
庭
園H

adîkatü ’l-Cevâm
i ‘

』
に
よ
る
と
、
こ
の
地
区
に

は
一
五
世
紀
後
半
に
ス
ル
タ
ン
・
メ
フ
メ
ト
二
世
の
ワ
ク
フ
財
源

と
し
て
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
・
モ
ス
クY
edikule Câm

i ‘-i Serîfi

が

建
設
さ
れ

（
（（
（

た
。
先
述
の
『
旅
行
記
』
に
あ
る
「
一
軒
の
金
曜
モ
ス

ク
」
は
こ
の
モ
ス
ク
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
「
七
軒

の
モ
ス
ク
」
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、『
諸
モ
ス
ク
の
庭

園
』
に
よ
る
と
一
七
世
紀
末
に
は
大
宰
相
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・

パ
シ
ャK

ara M
ustafâ Pa sa

（
一
六
八
三
年
歿
）
に
よ
っ
て

「
肉
屋
た
ち
の
モ
ス
クK

assâblar M
escidi

」
が
建
物
の
二
階
に

建
て
ら

（
（（
（

れ
、
一
八
世
紀
に
は
皮
鞣
工
ハ
ジ
・
ア
フ
メ
ト
・
ア
ー 

el-H
âcc A

hm
ed A

ga

に
よ
っ
て
「
皮
鞣
工
た
ち
の
モ
ス
ク

D
ebbâglar M

escidi

」
が
同
じ
く
建
物
の
二
階
に
建
て
ら
れ

（
（（
（

た
。

こ
の
よ
う
に
、
皮
鞣
工
が
モ
ス
ク
の
建
設
を
通
し
て
イ
ェ
デ
ィ
ク

レ
周
辺
の
開
発
や
整
備
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
修
道
場
に
関
し
て
得
ら
れ
る
情

報
は
現
状
で
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
先
行
研
究
に

よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
末
に
セ
イ
イ
ド
・
ム
ハ
ン
メ
ド
・
バ
バes-

Seyyid M
uham

m
ed Baba

（
一
七
九
九
─
一
八
〇
〇
年
歿
）

と
い
う
人
物
が
こ
の
地
区
に
あ
る
修
道
場
の
長
（seyh

）
を
務

め
、
そ
の
修
道
場
は
ベ
ク
タ
シ
ー
教
団
に
属
し
、
一
九
世
紀
初
頭

に
は
セ
イ
イ
ド
・
メ
フ
メ
ト
・
バ
バ
修
道
場es-Seyyid 

M
ehm

ed Baba T
ekkesi

と
呼
ば
れ
て
い

（
（（
（

た
。

　

イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
に
は
先
述
の
七
軒
の
水
場
に
加
え
て
「
ガ

チ
ョ
ウ
の
泉K

azlıçe sm
e

」
と
呼
ば
れ
る
泉
が
存
在
し
た
。
そ

の
起
源
や
用
途
に
は
現
時
点
で
不
明
な
点
が
多
い
が
、
先
述
の

『
旅
行
記
』
を
始
め
と
す
る
一
七
・
一
八
世
紀
の
著
作
の
な
か
で

泉
の
由
来
に
関
す
る
伝
承
が
度
々
言
及
さ
れ
て
お

（
（（
（

り
、
ま
た
、
こ

の
泉
が
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
も
周
辺
の
皮
鞣
工
場
に
水
を
供

給
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か

（
（（
（

ら
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
一
七
・
一

八
世
紀
に
お
い
て
も
同
地
区
の
生
活
・
工
業
用
水
の
供
給
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

公
衆
浴
場
に
つ
い
て
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
市
壁
内
外
の
公
衆
浴

場
の
分
布
・
賃
借
人
・
運
営
者
に
関
す
る
一
七
六
六
年
付
け
の
調



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

一
五
四　
（
一
五
四
）

査
記
録
に
そ
の
存
在
を
裏
付
け
る
記
述
が
あ
る
。
名
称
の
記
載
は

な
く
、「
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
の
外
（hâric-i Y

edikule

）」
と
の
み

記
さ
れ
た
こ
の
浴
場
は
前
述
の
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
パ
シ
ャ
の

ワ
ク
フ
財
源
で
あ
り
、
当
時
の
賃
借
人
で
あ
る
ハ
ジ
・
メ
フ
メ

ト
・
ア
ー H

âcı M
ehm

ed A
ga

が
浴
場
運
営
者
（gedige 

m
utassarıf

）
も
兼
務
し
て
い

（
（（
（

た
。
ま
た
、
後
述
す
る
一
七
二
六

─
二
八
年
の
商
工
民
調
査
記
録
に
よ
る
と
、
そ
こ
で
は
浴
場
運
営

者
と
四
人
の
三
助
（dellâk
）
を
含
む
計
七
人
が
働
い
て
い

（
（（
（

た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
加
え
て
日
常
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
店
舗
や

工
房
も
立
地
し
て
い
た
。
表
Ⅰ
は
一
七
二
六
─
二
八
年
に
お
い
て

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
法
廷
で
作
成
さ
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
商
工
民
の
人

口
や
店
舗
・
工
房
の
分
布
に
関
す
る
調
査
記
録
を
分
析
し
、
イ
ェ

デ
ィ
ク
レ
周
辺
で
働
く
商
工
民
の
人
数
を
業
種
ご
と
に
ま
と
め
た

結
果
で
あ

（
（（
（

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
衆
浴
場
を
含
む
計
二
四
業
種

の
商
工
民
が
同
地
区
で
活
動
し
て
い
た
。
業
種
に
よ
っ
て
は
記
載

さ
れ
た
人
数
に
親
方
以
外
の
商
工
民
（
職
人
や
徒
弟
な
ど
）
を
含

む
か
否
か
が
判
然
と
せ
ず
、
ま
た
、
状
態
の
不
完
全
な
記
録
も
あ

る
こ
と
か

（
（（
（

ら
、
実
際
に
は
こ
の
人
数
よ
り
も
多
く
の
商
工
民
が
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
の
う
ち
「
家
畜
利
用
業
」
が

八
件
（
皮
鞣
工
、
羊
・
牛
屠
畜
場
の
作
業
員
、
蝋
燭
工
、
腸
線
工
、

荷
鞍
工
、
ブ
ー
ツ
工
、
馬
具
工
）
と
最
も
多
く
を
占
め
、
そ
の
人

数
も
七
二
三
人
（
う
ち
ム
ス
リ
ム
四
四
七
人
）
と
最
多
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
人
数
こ
そ
少
な
い
も
の

の
七
件
の
食
品
関
連
業
（
食
糧
雑
貨
商
、
コ
ー
ヒ
ー
屋
、
パ
ン
屋
、

チ
ョ
レ
ク
屋
、
ス
ィ
ミ
ト

（
（（
（

屋
、
焼
き
レ
バ
ー
屋
、
羊
足
屋
）
や
公

衆
浴
場
、
洗
濯
人
と
古
靴
屋
（
或
い
は
古
物
屋
、
靴
修
理

（
（（
（

工
）、

床
屋
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
あ
ら
ゆ
る
業
種
が
観
察
さ

れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
屠
畜
や
皮
革
加
工
と
密
接
に
関
わ
る

鍛
冶
工
や
ナ
イ
フ
工
、
さ
ら
に
は
銃
工
の
存
在
も
注
目
に
値
す
る
。

前
述
の
『
旅
行
記
』
に
見
ら
れ
る
糊
工
と
商
業
施
設
で
あ
る
ハ
ー

ン
に
関
す
る
記
述
は
当
該
調
査
記
録
に
見
ら
れ
な
い
が
、
後
者
は

料
理
人
（a scı

）
と
共
に
一
七
二
六
年
の
法
廷
記
録
に
そ
の
存
在

が
確
認
さ
れ

（
（（
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
で
は
皮
鞣
業
を
始
め
と
す
る

家
畜
利
用
業
の
工
房
の
建
設
と
と
も
に
、
商
工
民
た
ち
の
生
活
に

必
要
な
環
境
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
般
市
民
の
生
活

空
間
か
ら
一
定
の
距
離
を
置
く
こ
の
地
区
に
は
、
皮
鞣
工
や
屠
畜

業
者
な
ど
の
商
工
民
が
多
数
を
占
め
る
独
特
な
「
集
落
」
が
形
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
生
活
が
必
ず
し
も
こ
の
地

区
の
な
か
で
完
結
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
皮
鞣
工
に
つ
い
て
い
え
ば
、
イ
ェ

デ
ィ
ク
レ
周
辺
で
働
く
数
人
の
親
方
が
組
合
規
約
に
反
し
て
自
宅



オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
五
五　
（
一
五
五
）

職　　　業 ムスリム ズィンミー 合 計 備　　　　　　　　　　考

皮鞣工（debbâ ） 224 0 224 うち親方 65 人，職人・徒弟 159 人

羊屠畜場の作業員など
（selhâne ricâlîsi）

52 190 242 政府直属の屠畜場（mîrî selhâne）を含む
12 軒の屠畜場

牛屠畜場の作業員など
（gâv selhânesi ricâlîsi）

10 1 11 6 軒の屠畜場

蝋燭工（mûmcu） 38 82 120 親方と作業員の人数，49.5 軒の工房

腸線工（kiri ci） 120 0 120

荷鞍工（semerci） 2 0 2 一方は他方の協業者（ erîk）

ブーツ工（çizmeci） 0 3 3

馬具工（serrâc） 1 0 1 ナイフ工を保証

食料雑貨商（bakkāl） 0 17 17 ディミトリ Dimitri が全員を保証

コーヒー屋（kahveci） 5 0 5

パン屋（habbâz） 0 11 11 セマヴェン Semaven v. Memeri? が全員を
保証

チョレク屋（çörekci） 3 1 4

スィミト屋（simitci） 2 1 3

焼レバー屋（çevrenci） 0 8 8 ウストヤン Ustoyan が全員を保証

羊足屋（paçacı） 0 4 4

公衆浴場（hammâm） 7 0 7 うち 4 人が三助（dellâk），浴場運営者ハ
ジ・オスマン hammâmcı el-Hâcc ‘Osmân 
b. Ahmed が全員を保証

洗 濯 人（çama ırcı） と
古物屋／古靴屋／靴修理
工（eskici）

0 3 3

床屋（berber） 7 0 7 アリー‘Alî b. ‘Abdullâh が全員を保証

アバ工（‘abâcı） 0 24 24 イ ー ト バ シ ュ で あ る デ ル チ ョ Delço v. 
Ustoyan による申告

毛皮屋（kürkcü） 0 3 3

鍛冶工（na‘lband） 0 12 12

銃工（tüfenkci） 4 2 6

ナイフ工（bıçakcı） 1 0 1 馬具工を保証

菜園労働者（ba çevân） 2 7 9 ウスタ・ハサン Usta Hasan b. ‘Alî が全員
を保証

合　計　 478 369 847

表Ⅰ：イェデクレ周辺の商工民（1726〜28 年）
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第
八
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一
五
六　
（
一
五
六
）

（m
enzil

）
で
皮
を
鞣
し
た
旨
が
一
六
九
七
年
の
法
廷
記
録
に
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
ム
ス
タ
フ
ァM

ustafâ b. Ram
azân

は
市
壁
内
の
ジ
バ
リ
門Cib ‘alî K

apısı

周
辺
に
、
メ
フ
メ
ト
・

チ
ェ
レ
ビ
ー M

ehm
ed Çelebi b. M

ustafâ

は
イ
ェ
ニ
バ
フ
チ

ェY
enibâgçe

に
自
身
の
住
宅
を
所
有
し
て
い

（
（（
（

た
。
こ
の
他
に

も
一
七
四
五
年
付
け
の
ア
ス
ケ
リ
ー
遺
産
管
理
法
廷
台
帳
に
は
、

イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
の
親
方
ハ
ジ
・
ム
ス
タ
フ
ァel-

H
âcc M

ustafâ b. Em
rullâh

が
市
壁
内
南
西
部
の
「
毛
皮
商
ハ

ジ
・
ヒ
ュ
セ
イ
ン
街
区K

ürkcü el-H
âcc H

üseyin M
ahal-

lesi

」
に
住
ん
で
い
た
と
す
る
記
録
が
あ

（
（（
（

る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か

ら
他
地
区
に
住
居
を
構
え
る
皮
鞣
工
の
人
数
や
割
合
、
住
宅
の
地

理
的
分
布
と
い
っ
た
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

少
な
く
と
も
一
定
の
経
済
力
を
も
つ
親
方
の
な
か
に
は
自
身
の
住

居
か
ら
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
に
通
う
者
も
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
工
房
群
の
周
辺
な
い
し
内
部
に

は
「
独
身
部
屋
（bekâr odası

）」
と
呼
ば
れ
る
独
身
者
向
け
の

簡
素
な
集
合
住

（
（（
（

宅
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ

ェ
レ
ビ
ー
が
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
状
況
を
「
独
身
者
の
市
場

（m
ücerredân b

（
（（
（

âzârı

）」
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
主

に
職
人
や
徒
弟
で
構
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
独
身
者
た
ち
は
こ
の
独

身
部
屋
を
住
ま
い
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

皮
鞣
工
に
よ
る
部
外
者
の
受
入
れ
と
雇
用

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
は
雇
用

と
養
育
を
め
ぐ
る
皮
鞣
工
に
固
有
の
慣
習
に
つ
い
て
記
述
を
残
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

彼
ら
（
皮
鞣
工
）
の
な
か
に
人
殺
し
（kanlı

）
や
強
盗

（harâm
î

）
が
や
っ
て
き
て
も
、
決
し
て
当
局
（hâkim

）

に
引
き
渡
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
人
殺
し
が
彼
ら

の
手
か
ら
逃
れ
る
こ
と
も
、
ま
た
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
彼

に
犬
の
糞
の
鞣
剤
（köpek necisi kirdim

ân

）
を
作
る
よ

う
に
命
じ
る
。［
そ
の
者
は
］
間
違
い
な
く
［
罪
を
］
後
悔

し
、
改
心
し
て
一
人
前
の
技
術
を
身
に
つ
け

（
（（
（

る
。

　

従
来
、
こ
の
記
述
を
根
拠
に
自
治
的
・
自
律
的
な
皮
鞣
工
組
合

像
が
提
示
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
不
充

分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
元
よ
り
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
は

庇
護
者
で
あ
る
メ
レ
キ
・
ア
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャM

elek A
hm

ed 
Pa sa

（
一
六
六
二
年
歿
）
の
失
脚
に
大
き
く
関
与
し
た
皮
鞣
工

を
「
無
慈
悲
で
暴
力
的
な
商
工
民
（zorba esnâf-ı bî-insâf

）」

と
見
做
し
て
い

（
（（
（

た
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
皮
鞣



オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
五
七　
（
一
五
七
）

工
の
慣
習
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
実
態
を
他
の
史
料
に
よ
っ
て
跡

付
け
、
そ
の
上
で
皮
鞣
工
組
合
や
都
市
当
局
の
対
応
と
い
っ
た
問

題
を
含
め
て
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
七
二
六
─
二

八
年
の
法
廷
記
録
に
記
さ
れ
た
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
の
事

例
を
も
と
に
検
討
し
た
い
。

　

皮
鞣
工
に
よ
る
部
外
者
の
受
入
れ
と
雇
用
の
実
態
に
つ
い
て
、

一
七
二
八
年
の
法
廷
記
録
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
イ
ェ
デ

ィ
ク
レ
周
辺
に
お
い
て
三
日
月
刀
（pala

）
と
銃
（tabanca

）

の
携
帯
を
理
由
に
盗
賊
（e skıyâ
）
と
見
做
さ
れ
て
逮
捕
さ
れ
た

イ
ブ
ラ
ヒ
ムK

elbli? I

4brâhîm

と
い
う
者
が
、
事
情
聴
取
の
際

に
「
皮
鞣
工
は
全
員
、
悪
い
状
態
（sû-i hâl
）
に
あ
る
」
と
陳

述
し
た
。
事
態
を
重
く
見
た
カ
ー
デ
ィ
ー
は
皮
鞣
工
組
合
を
法
廷

に
召
喚
し
、
以
後
、
得
体
の
知
れ
な
い
盗
賊
（m

echûlü ’l-ahvâl 
e skıyâ

）
と
部
外
者
（ecânib

）
を
受
け
入
れ
ず
、
工
房
に
住
ま

わ
せ
な
い
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
カ
ー
デ

ィ
ー
は
過
去
の
事
件
を
引
き
合
い
に
出
し
て
当
該
組
合
を
戒
め
た

が
、
そ
の
事
件
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周

辺
に
あ
り
、
ハ
ジ･

ハ
ム
ザel-H

âcc H
am

za

の
ワ
ク
フ
に
属

す
る
二
七
の
独
身
部
屋
は
、
そ
こ
を
出
入
り
す
る
皮
鞣
工
の
「
退

廃
と
悪
行
（fesâda ve sekāvet

）」
に
よ
っ
て
「
不
信
心
者
の

住
み
家
（m

e ’vâ-yı feseka

）」
と
化
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
法
廷
に
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
カ
ー
デ
ィ

ー
は
こ
の
独
身
部
屋
の
破
壊
と
再
建
の
禁
止
を
命
じ
、
そ
の
場
所

は
羊
毛
の
倉
庫
（yapagı m

ahzeni

）
と
監
視
係
の
部
屋

（bekci odası

）
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
皮
鞣
工
房
の
内
部
に
も

「
不
信
心
者
の
住
み
家
」
と
化
し
た
独
身
部
屋
が
あ
る
と
い
う
報

告
を
受
け
た
カ
ー
デ
ィ
ー
は
官
憲
（orta çavu s kulları

）
に
そ

の
破
壊
を
命
じ
、
以
後
、
工
房
内
に
独
身
部
屋
を
作
ら
な
い
こ
と
、

「
自
身
に
固
有
の
徒
弟
（sâkird

）」
以
外
の
者
を
雇
用
し
な
い
こ

と
を
皮
鞣
工
組
合
に
警
告
し

（
（（
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
述
の
『
旅
行
記
』
の
記
述
内
容
と
類
似
し
た

現
象
が
こ
の
事
例
か
ら
も
明
瞭
に
観
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
皮

鞣
工
親
方
の
な
か
に
は
「
盗
賊
」
や
「
部
外
者
」
を
受
け
入
れ
て

自
身
の
工
房
や
独
身
部
屋
に
住
ま
わ
せ
、
正
規
の
徒
弟
と
は
別
に

雇
用
す
る
者
が
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
に
よ
る
工
房
や

独
身
部
屋
を
拠
点
と
し
た
不
正
行
為
が
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
治

安
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
こ
と

（
（（
（

や
、
カ
ー
デ
ィ
ー
が
こ
う
し
た
事
実

に
以
前
か
ら
懸
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
も
看
取
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
そ
の
対
策
と
し
て
独
身
部
屋

の
破
壊
を
命
じ
た
ほ
か
、
皮
鞣
工
組
合
に
対
し
て
再
発
の
防
止
を

警
告
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
部
外
者
の
受
入
れ
や
雇
用
の
抑
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一
五
八　
（
一
五
八
）

止
力
と
し
て
当
該
組
合
の
管
理
・
監
視
機
能
に
一
定
の
期
待
を
寄

せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
組
合
の
管
理
や
監
視
の
あ
り
方
を
不

充
分
と
判
断
し
た
と
き
、
ア
ヒ
ー
バ
バ
（ahîbaba

）
や
ケ
ト
ヒ

ュ
ダ
ー
（kethüdâ

）
と
い
っ
た
組
合
役
員
を
罷
免
す
る
と
い
う

強
硬
策
に
出
る
こ
と
も
あ
っ

（
（（
（

た
。
一
七
二
六
年
の
法
廷
記
録
に
よ

る
と
、
肉
屋
組
合
は
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
組
合
の
ア
ヒ
ー
バ
バ

で
あ
る
イ
マ
ー
ム
・
ハ
ジ
・
ム
ー
サI

4m
âm

 el-H
âcc M

ûsâ b. 
el-H

âcc M
ehm

ed

と
ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
で
あ
る
イ
ス
マ
イ
ル

I

4sm
a ‘îl b. I

4brâhîm

を
相
手
取
り
、
皮
鞣
工
の
工
房
や
住
宅
は

「
荒
く
れ
者
の
巣
窟
（dârü ’n-nedve
）」
で
あ
り
、
皮
鞣
工
は

「
嘘
偽
り
（tezvîrât

）［
に
よ
っ
て
］
混
乱
（fesâd

）
を
引
き
起

こ
そ
う
と
す
る
者
た
ち
の
集
ま
り
」
で
あ
る
と
法
廷
で
陳
述
し
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
は
「
悪
事
を
企
む
会
合
（‘akd-ı m

eclis-i s
err

）」
を
開
い
て
様
々
な
「
悪
事
や
詐
欺
（habâset ve 

tevzîrât

）」
を
話
し
合
い
、
肉
屋
を
脅
す
な
ど
し
て
鞣
す
前
の
皮

を
不
当
に
安
く
仕
入
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
前
述

の
ア
ヒ
ー
バ
バ
と
ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
は
、
以
後
、
皮
鞣
工
の
工
房

や
住
宅
に
「
悪
党
や
無
法
者
（m

ufsid ve m
üzevvir e s

hâs

）」
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
約
束
し

（
（（
（

た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、

「［
皮
鞣
工
は
］
呪
わ
れ
る
べ
き
悪
党
（m

el ‘anet ve habâset

）

で
あ
り
、
相
変
わ
ら
ず
連
帯
し
て
［
既
定
の
価
格
で
］
鞣
す
前
の

皮
を
買
お
う
と
し
な
い
」
と
肉
屋
組
合
が
訴
え
出
た
た
め
、
カ
ー

デ
ィ
ー
は
前
述
の
組
合
役
員
の
罷
免
に
踏
み
切
り
、
と
も
に
皮
鞣

工
親
方
で
あ
る
ハ
ジ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー el-H

âcc ‘A
bdullâh 

b. M
ustafâ

と
セ
イ
イ
ド
・
ア
フ
メ
トes-Seyyid A

hm
ed b. 

‘A
lî 

を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
ア
ヒ
ー
バ
バ
と
ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
に
任
命

し
（
（（
（

た
。
こ
の
新
役
員
は
カ
ー
デ
ィ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
肉
屋
組
合

と
和
解
を
果
た
し
た

（
（（
（

が
、
ア
ヒ
ー
バ
バ
を
罷
免
さ
れ
た
ム
ー
サ
は
、

そ
の
協
業
者
（serîk

）
で
あ
る
オ
ス
マ
ン ‘O

sm
ân

と
と
も
に

不
正
行
為
を
理
由
に
処
罰
さ
れ
た
の
で
あ
っ

（
（（
（

た
。

　

皮
鞣
工
が
皮
を
安
く
仕
入
れ
る
目
的
で
肉
屋
に
対
し
て
詐
欺
や

脅
迫
を
働
い
た
と
す
る
肉
屋
組
合
の
証
言
は
、
彼
ら
の
不
正
行
為

の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
正
行
為
を
め
ぐ

り
、
旧
役
員
は
当
初
、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
指
示
に
従
う
素
振
り
を
見

せ
た
が
、
状
況
の
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
カ
ー
デ
ィ

ー
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ア
ヒ
ー
バ
バ
自
身
が
不
正
行

為
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
一
方
、
新
役
員
は
就

任
直
後
か
ら
肉
屋
組
合
と
の
関
係
改
善
を
図
っ
た
よ
う
に
、
カ
ー

デ
ィ
ー
に
対
し
て
従
順
な
態
度
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

組
合
役
員
の
組
合
構
成
員
と
カ
ー
デ
ィ
ー
に
対
す
る
態
度
や
両
者

と
の
関
係
は
役
員
各
人
で
異
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
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一
五
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こ
の
新
役
員
が
親
方
か
ら
選
ば
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
べ
て

の
皮
鞣
工
親
方
が
部
外
者
の
受
入
れ
や
不
正
行
為
に
加
担
な
い
し

賛
同
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
な
か
に
は
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
る

取
締
り
を
支
持
す
る
者
も
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
治
安
を
悪
化

さ
せ
た
最
大
の
要
因
は
、
部
外
者
を
受
け
入
れ
て
雇
用
し
、
彼
ら

と
共
に
不
正
行
為
を
働
く
皮
鞣
工
に
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
ま

た
、
他
の
業
種
で
も
皮
鞣
工
と
同
様
の
不
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

明
瞭
に
示
す
史
料
は
現
時
点
で
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か

（
（（
（

ら
、
皮
鞣

工
以
外
の
商
工
民
は
多
く
の
場
合
、
先
述
の
肉
屋
組
合
の
よ
う
に

そ
の
被
害
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
カ
ー
デ
ィ
ー

は
こ
う
し
た
治
安
の
悪
化
を
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
、
同
地
区
の
す
べ
て
の
商
工
民
に
対
応
を
迫
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
七
二
六
年
の
法
廷
記
録
に
は
、
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣

工
房
群
で
発
生
し
た
遺
体
発
見
事

（
（（
（

件
を
受
け
て
カ
ー
デ
ィ
ー
が
実

施
し
た
同
地
区
の
治
安
改
善
策
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
ま
ず
同
地
区
で
働
く
皮
鞣
工
、
肉
屋
、

蝋
燭
工
、
料
理
人
の
親
方
と
ハ
ー
ン
管
理
人
（hâncı

）
を
法
廷

に
召
喚
し
、「
前
述
の
地
区
は
法
廷
（hükkâm

）
や
警
察

（zâbıtlar

）
か
ら
遠
い
た
め
に
愚
者
の
住
処
（m

akarr-ı 
erâzil

）
と
な
り
、
ム
ス
リ
ム
や
非
ム
ス
リ
ム
の
得
体
の
知
れ
な

い
者
た
ち
（m

echûlü ’l-hâl kim
esneler

）
が
多
数
集
ま
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「［
治
安
は
］
親
方
た
ち
に
よ
る
警
戒

と
注
意
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
通
告
し
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
す

べ
て
の
親
方
に
対
し
て
互
い
の
身
元
と
自
身
の
下
で
働
く
職
人
・

徒
弟
・
従
業
員
ら
の
身
元
を
保
証
す
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
の
内
容

を
法
廷
台
帳
に
記
録
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ

（
（（
（

た
。

　

こ
の
事
例
に
お
い
て
皮
鞣
工
房
群
で
の
遺
体
発
見
事
件
が
大
掛

か
り
な
治
安
改
善
策
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
カ

ー
デ
ィ
ー
が
以
前
よ
り
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
治
安
悪
化
の
要
因

を
皮
鞣
工
に
見
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
事
例
と
は
異
な

り
、
こ
こ
で
は
同
地
区
の
あ
ら
ゆ
る
商
工
民
を
対
象
に
「
警
戒
と

注
意
」
の
呼
び
掛
け
や
身
元
の
把
握
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当

局
の
監
視
の
目
が
届
き
難
い
同
地
区
の
閉
鎖
的
な
環
境
を
考
慮
し

た
カ
ー
デ
ィ
ー
が
、
治
安
の
改
善
に
は
あ
ら
ゆ
る
商
工
民
の
協
力

が
不
可
欠
と
判
断
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
皮
鞣
工
の

悪
習
が
他
の
商
工
民
に
拡
大
す
る
こ
と
を
防
ぐ
目
的
も
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。

三　

皮
鞣
工
組
合
に
よ
る
構
成
員
の
監
督
と
処
罰

　

前
章
で
検
討
し
た
一
七
二
六
─
二
八
年
の
事
例
で
は
、
カ
ー
デ

ィ
ー
は
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
組
合
の
運
営
に
対
し
て
様
々
な
か
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（
一
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〇
）

た
ち
で
干
渉
し
つ
つ
、
そ
れ
と
同
時
に
皮
鞣
工
組
合
に
よ
る
自
主

的
な
取
締
り
に
も
一
定
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
取
締
り
の

実
態
を
こ
の
事
例
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
検
証
す
る
こ
と
は
史
料

的
制
約
か
ら
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
の
皮
鞣
工

組
合
は
、
他
の
同
職
組
合
と
同
様
に
、
不
正
行
為
に
対
し
て
カ
ー

デ
ィ
ー
と
の
協
力
に
基
づ
く
主
体
的
な
取
締
り
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
Ｅ
・
イ
の
研
究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
組

合
規
約
の
違
反
者
は
組
合
役
員
や
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
態
度
を

改
め
る
よ
う
に
忠
告
・
警
告
さ
れ
、
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ
な
い
場

合
は
流
刑
・
投
獄
な
ど
の
処
罰
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
違
反

者
を
法
廷
に
連
行
す
る
か
否
か
、
ま
た
、
い
か
に
処
罰
す
る
か
と

い
っ
た
問
題
は
同
職
組
合
が
決
定
し
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
そ
れ
を
補

佐
す
る
に
留
ま
っ
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。
た
だ
し
、
同
職
組
合
の
一
般
的

性
格
の
解
明
を
目
指
し
た
彼
女
の
研
究
で
は
皮
鞣
工
組
合
に
固
有

の
性
格
や
問
題
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
ま

た
、
論
拠
と
な
る
事
例
の
さ
ら
な
る
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
皮
鞣
工
組
合
に
よ
る
取
締
り
の

実
態
に
つ
い
て
、
組
合
規
約
の
違
反
を
理
由
に
処
罰
さ
れ
た
ハ
ー

フ
ズ
・
セ
イ
イ
ド
・
ハ
ジ
・
ア
フ
メ
トH

âfız es-Seyyid el-
H

âcc A
hm

ed

に
関
す
る
一
七
八
四
─
九
三
年
の
事
例
に
依
拠

し
て
検
討
し
た
い
。

　

こ
の
ア
フ
メ
ト
と
い
う
人
物
は
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工

親
方
で
あ
り
、
コ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク

K
oca M

ustafâ Pas a Câm
i ‘-i Serîfi

の
礼
拝
指
導
者
（im

âm

）

で
も
あ
っ
た
。
一
七
八
四
年
、
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
組
合
は
ア

フ
メ
ト
が
皮
鞣
工
の
セ
イ
イ
ド
・
ハ
ジ
・
フ
ェ
イ
ズ
ッ
ラ
ー es-

Seyyid el-H
âcc Feyzullâh

と
手
を
組
み
、
絶
え
ず
他
者
を
罵

倒
（itâle-i lisân

）
す
る
ほ
か
、
仲
違
い
を
引
き
起
こ
し
て
組
合

の
秩
序
を
乱
し
て
い
る
と
法
廷
で
訴
え
た
。
彼
ら
は
こ
の
訴
え
を

受
け
、
以
後
、
自
身
に
割
り
当
て
ら
れ
た
皮
を
鞣
す
こ
と
に
専
念

し
、
皮
鞣
工
組
合
の
会
所
（lonca

）
に
は
近
づ
か
ず
、
組
合
の

事
柄
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
約
束
し

（
（（
（

た
。
と
こ
ろ
が
一
七
九
三
年

に
な
る
と
、
前
述
の
ア
フ
メ
ト
は
依
然
と
し
て
改
心
せ
ず
、
皮
鞣

工
の
セ
イ
イ
ド
・
ハ
ジ
・
オ
メ
ルes-Seyyid el-H

âcc ‘Ö
m

er

と
い
う
人
物
を
従
わ
せ
、
組
合
役
員
の
指
示
や
規
約
に
反
発
し
て

い
る
と
し
て
再
び
訴
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
組
合
は
、
度
重
な
る
忠

告
に
も
耳
を
貸
さ
な
い
彼
ら
を
他
所
に
追
放
（diyâr-ı âhire 

nefy ve iclâ

）
す
る
よ
う
カ
ー
デ
ィ
ー
に
要
請
し
た
。
こ
の
訴

え
を
受
け
て
オ
メ
ル
は
改
心
す
る
こ
と
を
約
束
し
赦
免
さ
れ
た
が
、

頑
な
に
反
抗
す
る
ア
フ
メ
ト
は
ボ
ズ
ジ
ャ
ア
ダ
島Bozcaada

に

流
刑
さ
れ

（
（（
（

た
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
、
ア
フ
メ
ト
が
改
心

し
た
こ
と
を
役
員
が
カ
ー
デ
ィ
ー
に
報
告
し
た
た
め
、
以
後
、
皮



オ
ス
マ
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朝
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イ
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タ
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ェ
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ク
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一
六
一　
（
一
六
一
）

鞣
業
の
割
当
て
（hisse

）
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皮
鞣
工

組
合
の
事
柄
に
干
渉
せ
ず
、
前
述
の
モ
ス
ク
に
お
け
る
礼
拝
指
導

者
の
職
（im

âm
et

）
に
の
み
従
事
す
る
こ
と
を
条
件
に
彼
の
釈

放
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ

（
（（
（

た
。

　

コ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク
の
礼
拝
指
導
者
で

あ
る
ア
フ
メ
ト
が
皮
鞣
業
に
参
入
し
た
理
由
や
不
正
行
為
を
働
い

た
動
機
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
事
例
か
ら
も
皮
鞣
工
に
よ
る

主
体
的
な
取
締
り
と
、
そ
こ
で
の
カ
ー
デ
ィ
ー
と
の
協
力
・
連
携

を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
皮
鞣
工
組
合
は
、
組
合
内
の
秩

序
を
乱
す
ア
フ
メ
ト
に
対
し
て
態
度
の
改
善
を
度
々
要
求
し
、
カ

ー
デ
ィ
ー
の
前
で
も
そ
の
旨
を
約
束
さ
せ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
メ

ト
が
一
向
に
態
度
を
改
め
な
い
た
め
、
組
合
は
カ
ー
デ
ィ
ー
に
対

し
て
彼
の
流
刑
お
よ
び
組
合
か
ら
の
追
放
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
皮
鞣
工
組
合
の
役
員
に
は
先
述
の
ム
ー
サ
の
よ
う
に
カ

ー
デ
ィ
ー
に
対
し
て
非
協
力
的
な
者
や
自
ら
不
正
を
行
う
者
も
い

た
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
カ
ー
デ

ィ
ー
と
の
関
係
が
良
好
で
は
な
い
組
合
役
員
の
下
で
は
、
構
成
員

の
処
罰
を
め
ぐ
っ
て
カ
ー
デ
ィ
ー
か
ら
の
協
力
が
得
難
く
、
そ
の

取
締
り
は
充
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
一
七
・
一
八
世
紀
の
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工

房
群
を
例
に
、
皮
鞣
工
房
群
と
周
囲
の
環
境
、
部
外
者
の
受
入

れ
・
雇
用
を
め
ぐ
る
皮
鞣
工
に
固
有
の
慣
習
、
そ
し
て
組
合
に
よ

る
構
成
員
の
監
督
と
処
罰
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

　

悪
臭
や
汚
水
を
伴
う
皮
鞣
業
の
工
房
は
一
般
に
都
市
の
周
辺
部

に
立
地
す
る
が
、
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
で
は
そ
う
し
た
立

地
の
傾
向
が
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
周
囲
に
屠
畜

場
や
腸
線
工
房
と
い
っ
た
「
家
畜
利
用
業
」
の
建
物
の
ほ
か
、
住

民
の
生
活
に
必
要
な
宗
教
・
公
共
施
設
や
店
舗
・
工
房
が
併
設
さ

れ
た
こ
と
も
当
該
工
房
群
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
修
道
場
な
ど
の

幾
つ
か
の
施
設
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
立
地
・
環
境
条
件
と
生
活
機
能

の
整
備
に
よ
っ
て
、
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
に
は
「
家
畜
利
用
業
」

の
商
工
民
が
住
民
の
多
数
を
占
め
る
閉
鎖
的
な
集
落
が
形
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
皮
鞣
工
親
方
の
な
か
に
は
他
地
区

に
住
宅
を
構
え
る
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
生
活
は
必
ず
し

も
こ
の
地
区
の
な
か
で
完
結
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

都
市
当
局
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
を
制
限
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
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従
来
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
記
述
に
よ
っ
て
研
究
者
の

間
で
知
ら
れ
て
い
た
皮
鞣
工
に
よ
る
部
外
者
の
受
入
れ
と
雇
用
の

慣
習
は
、
法
廷
記
録
の
分
析
か
ら
も
跡
付
け
ら
れ
た
。
イ
ェ
デ
ィ

ク
レ
周
辺
の
治
安
を
悪
化
さ
せ
た
こ
の
慣
習
に
対
し
て
、
カ
ー
デ

ィ
ー
は
警
戒
の
呼
び
掛
け
や
独
身
部
屋
の
排
除
、
組
合
役
員
の
罷

免
と
任
命
、
親
方
ら
の
身
元
の
確
認
な
ど
の
施
策
に
よ
っ
て
、
皮

鞣
工
組
合
の
運
営
や
時
に
は
当
該
地
区
の
あ
ら
ゆ
る
組
合
の
運
営

に
積
極
的
に
干
渉
し
た
。
他
方
、
皮
鞣
工
組
合
で
は
こ
の
問
題
を

め
ぐ
っ
て
意
見
の
一
致
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
組
合
の
態
度
や
方

針
は
そ
の
時
の
役
員
に
よ
っ
て
異
な
り
、
親
方
の
な
か
に
は
部
外

者
の
雇
用
に
関
与
す
る
者
も
い
れ
ば
、
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
る
取
締

り
を
支
持
す
る
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
皮
鞣
工

組
合
は
必
ず
し
も
役
員
の
下
で
強
固
に
結
束
し
た
「
一
枚
岩
」
の

組
織
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
皮
鞣
工
が
部
外
者
を
雇
用
し
た
要
因
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
は
、
閉
鎖
的
か
つ
苛
酷
な
労
働
環
境
に

あ
っ
た
皮
鞣
業
に
お
い
て
、
必
要
な
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に

部
外
者
や
罪
人
を
雇
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
類
似
し
た
状
況
下
に
あ
っ
た

屠
畜
業
な
ど
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

皮
鞣
工
組
合
は
構
成
員
の
不
正
行
為
に
対
し
て
、
カ
ー
デ
ィ
ー

と
連
携
し
つ
つ
、
忠
告
・
警
告
や
流
刑
、
組
合
か
ら
の
追
放
な
ど

の
手
段
を
講
じ
て
事
態
の
改
善
を
図
っ
た
。
こ
う
し
た
監
督
と
処

罰
の
あ
り
方
は
概
ね
他
の
同
職
組
合
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

が
機
能
し
得
た
の
は
、
組
合
役
員
と
カ
ー
デ
ィ
ー
が
互
い
に
協
力

的
で
あ
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
皮
鞣
工
組

合
は
仕
入
れ
や
販
売
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
他
の
同
職
組
合
と

法
廷
で
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
役
員

は
概
ね
カ
ー
デ
ィ
ー
と
良
好
な
関
係
を
築
く
よ
う
努
め
て
い
た
と

推
察
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
組
合
役
員
と
カ
ー
デ
ィ
ー
の
関
係
の

解
明
に
は
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
役
員
の
事
例
を
蓄
積
し
、
通
時

的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

註（
1
）　

同
職
組
合
史
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
ス

マ
ン
朝
下
の
同
職
組
合
に
関
す
る
研
究
動
向
と
課
題 

─
イ
・
ウ
ン

ジ
ョ
ン
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
研
究
に
寄
せ
て
─
」『
史
学
』
七
三
巻

二
・
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）、
一
四
七
─
一
五
〇
頁
お
よ
びK

al ’a, 
A

hm
et, “O

sm
anlı E

snafı ve Sanayisi Ü
zerine Y

apılan 
Ç

alı
m

alarla I

4lgili G
enel B

ir D
e

erlendirm
e ”, T

ürkiye 
A

ra
tırm

aları L
iteratür D

ergisi, 1/1 (2003), pp. 245-266; 
H

anna, N
elly, “Guilds in Recent H

istorical Scholarship ”, 



オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
六
三　
（
一
六
三
）

in Salm
a K

. Jayyusi (ed.), T
he City in the Islam

ic W
orld, 

vol. 2, Leiden/Boston, 2008, pp. 895-921; Faroqhi, Suraiya, 
A

rtisans of E
m

pire: C
rafts and C

raftspeople U
nder the 

O
ttom

ans, London/N
ew

 Y
ork, 2009, pp. 1-22

を
参
照
。
な

お
、
フ
ァ
ロ
ー
キ
ー
の
研
究
に
つ
い
て
は
筆
者
に
よ
る
書
評
（『
イ

ス
ラ
ム
世
界
』
七
四
巻
（
二
〇
一
〇
年
）、
一
二
一
─
一
二
八
頁
）

が
あ
る
。

（
2
）　

拙
稿
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
同
職
組
合 

─
家
畜
利
用

業
種
の
分
析
か
ら
─
」『
日
本
中
東
学
会
年
報
』
二
〇
巻
二
号
（
二

〇
〇
五
年
）、
二
二
一
─
二
四
三
頁
。

（
3
）　

ア
フ
キ
ャ
ー
ム
台
帳
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
一
先
ず
、
拙

稿
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
同
職
組
合
」
二
二
四
頁
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
4
）　Evliyâ Çelebi b. D

ervi M
uham

m
ad Zıllî, Robert D

ankoff, 
Seyit A

li K
ahram

an &
 Y

ücel D
a

lı (eds.), E
vliyâ Çelebi 

Seyahatnâm
esi, vol. 1, 2nd ed., I

4stanbul, 2006, pp. 192, 
322.

（
5
）　Gibb, H

am
ilton &

 H
arold Bow

en, Islam
ic Society and 

the W
est, vol.1, pt.1, O

xford, 1950. pp. 290-291; B
aer, 

G
abriel, “T

he A
dm

inistrative, E
conom

ic and Social 
Functions of T

urkish Guilds ”, International Journal of 
M

iddle E
ast Studies, 1 (1970), p. 49; Y

i, Eunjeong, G
uild 

D
ynam

ics in Seventeenth-Century Istanbul: Fluidity and 
Leverage, Leiden/Boston, 2004, pp. 47, 104.

（
6
）　

以
下
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
を
典
拠
と
し

て
示
す
際
はI

4S

と
略
記
し
、
台
帳
番
号
、
頁
・
段
落
数
、
日
付

の
順
に
記
す
。
な
お
、
本
稿
で
は
同
台
帳
の
第
二
三
巻
に
限
り
、

そ
の
一
部
を
校
訂
・
転
写
し
たK

uran, T
im

ur (ed.), M
ahkem

e 
K

ayıtları I
ı

ında 17. Y
ızyıl I

・stanbul ’unda Sosyo-
E

konom
ik Y

a
am

, vol. 1, I

4stanbul, 2010

を
用
い
た
。
そ
の

他
の
法
廷
台
帳
（
ア
ス
ケ
リ
ー
遺
産
管
理
法
廷
台
帳
を
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所I

4slâm
 A

ra
tırm

aları 
M

erkezi

（
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
）
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を

参
照
し
た
。

（
7
）　

以
下
、
こ
の
地
区
を
「
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
」
と
記
す
。

（
8
）　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
皮
鞣
工
房
群
の
立
地
・
分
布
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
同
職
組
合
」
二
三
〇
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　

エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
『
旅
行
記
』
に
は
三
〇
〇
軒
、
一

六
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
の
行
政
文
書
お
よ
び
法
廷
記
録

に
は
三
二
〇
─
三
六
〇
軒
と
記
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
一
八
世
紀

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
同
職
組
合
」
二
三
〇
頁
）。
こ
の
他
、
イ
ェ
デ
ィ

ク
レ
皮
鞣
工
房
群
の
賃
貸
借
関
係
を
め
ぐ
る
一
七
〇
八
年
付
け
の

調
査
記
録
に
は
、
当
時
「
四
三
五
と
三
分
の
二
軒
」
の
皮
鞣
工
房

が
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
・
ワ
ク
フ
か
ら
賃
貸
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
（Ba

bakanlık O
sm

anlı A
r

ivi, EV
. H

M
H

. d, no. 
1561, 3 Ca 1120

（21/7/1708

））。
な
お
、
当
該
ワ
ク
フ
設
定
文

書
に
は
僅
か
二
七
軒
と
あ
る
が
（V

akıflar U
m

um
 M

üdürlü
ü 

(ed.), Fatih M
ehm

et II V
akfiyeleri, A

nkara, 1938, p. 211

）、

一
六
世
紀
以
降
の
軒
数
と
比
べ
て
極
端
に
少
な
く
、
そ
の
間
に
大

規
模
な
増
築
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
現
時
点
で
史
料
か
ら
確

認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
数
値
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
今
後
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一
六
四
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の
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　Raym

ond, A
ndré, “Le déplacem

ent des tanneries à A
lep, 

au Caire et à T
unis à l ’époque ottom

ane: un “indicateur ” 
de croissance urbaine ”, R

evue du m
onde m

usulm
an et 

de la M
éditerranée, 55-56 (1990), pp. 34-35. 

具
体
的
な
事
例

と
し
て
は
カ
イ
ロ
、
ア
レ
ッ
ポ
、
チ
ュ
ニ
ス
に
関
す
るRay-

m
ond, “Le déplacem

ent des tanneries ”, pp. 35-42

の
ほ
か
、

カ
イ
セ
リ
、
エ
レ
ー
リ
、
ブ
ル
サ
に
関
す
るFaroqhi, Suraiya, 

T
ow

ns and T
ow

nsm
en of O

ttom
an A

natolia: T
rade, 

C
rafts and Food P

roduction in an U
rban Setting, 

1520-1650, Cam
bridge, 1984, p. 160

が
あ
る
。

（
11
）　

こ
の
こ
と
は
以
下
の
文
献
に
収
録
さ
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
古
地

図
史
料
か
ら
も
見
て
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。T

opkapı 
Sarayı M

üzesi (ed.), H
ünernâm

e M
inyatürleri ve 

Sanatçıları, I

4stanbul, 1969, plan 37; M
elling, A

ntoine 
Ignace, V

oyage pittoresque de Constantinople et des rives 
du Bosphore, d ’après les dessins de M

. M
elling, architecte 

de l ’em
pereur Sélim

 III, et dessinateur de la sultane 
H

adidgé sa soeur, Istanbul, 1969, plan 48; K
afescio

lu, 
Çi

dem
, Constantinopolis / Istanbul: Cultural E

ncounter, 
Im

perial V
ision, and the C

onstruction of the O
ttom

an 
Capital, Pennsylvania, 2009, p. 29, fig. 16.

（
12
）　

先
述
の
ワ
ク
フ
設
定
文
書
に
は
三
二
軒
の
屠
畜
場
と
六
軒
の
腸

線
工
房
が
そ
の
財
源
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
あ
る
（V

akıflar 
U

m
um

 M
üdürlü

ü, V
akfiyeleri, pp. 210-211

）。

（
13
）　Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 192.

（
14
）　Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 192. 

（
15
）　A
yvansarâyî H

üseyîn Efendi, A
lî Sâtı ‘ Efendi &

 Sül-
eym

ân B
esîm

 E
fendi, A

hm
ed N

ezih G
alitekin (ed.), 

H
adîkatü ’l-C

evâm
i ‘ (I

・stanbul C
âm

ileri ve D
i

er D
înî-

Sivil M
i ‘m

ârî Y
apılar), I

4stanbul, 2001, p. 301. 

こ
の
モ
ス
ク

は
「
フ
ァ
ー
テ
ィ
フ
・
モ
ス
クFatih Cam

ii

」
の
名
称
で
現
存

し
、「
カ
ズ
ル
チ
ェ
シ
ュ
メ
・
モ
ス
クK

azlıçe
m

e Cam
ii

」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
（Y

elm
en, H

asan, “K
azlıçe

m
e ”, in 

D
ünden B

ugüne I

・stanbul A
nsiklopedisi, vol. 4, I

4stanbul, 
1994, p. 513

お
よ
び
筆
者
に
よ
る
二
〇
〇
八
年
の
現
地
調
査
に
拠

る
）。
な
お
、
メ
フ
メ
ト
二
世
の
ワ
ク
フ
設
定
文
書
に
お
い
て
、
こ

の
モ
ス
ク
を
ワ
ク
フ
対
象
と
す
る
記
述
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
一

四
八
九
─
九
一
年
の
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
・
ワ
ク
フ
会
計
簿
の
支
出
項

目
に
は
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
塔
（kulle-i I

4stanbul

）
の
周
辺
に

あ
る
皮
鞣
工
房
の
モ
ス
ク
（m

escid-i dekâkîn-i debbâgîn

）」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
の
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
塔
」
が
イ
ェ
デ

ィ
ク
レ
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
モ
ス
ク
が
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
・

モ
ス
ク
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
（V

akıflar 
U

m
um

 M
üdürlü

ü, V
akfiyeleri; B

arkan, Ö
m

er Lûtfi, 
“A

yasofya C
am

i ‘i ve E
yüb T

ürbesinin 1489-1491 
Y

ıllarına Â
it M

uhasebe B
ilânçoları ”, I

・ktisat Fakültesi 
M

ecm
uası, 23 (1962-63), p. 353

）。
ま
た
、
一
六
六
七
年
付
け

ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
・
ワ
ク
フ
会
計
簿
に
も
ワ
ク
フ
対
象
と
し
て
イ
ェ

デ
ィ
ク
レ
・
モ
ス
ク
の
記
載
が
あ
る
（
林
佳
世
子
「
ア
ヤ
ソ
フ
ィ

ア
・
ワ
ク
フ
の
一
年 

─
一
六
六
七
年
付
け
収
支
簿
台
帳
か
ら
み
る

オ
ス
マ
ン
帝
室
ワ
ク
フ
の
運
営
─
」『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
』
一
三



オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
六
五　
（
一
六
五
）

巻
（
二
〇
〇
九
年
）、
九
六
頁
、
註
二
四
）。

（
16
）　A

yvansarâyî, H
adîkatü ’l-Cevâm

i ‘, p. 301. 

こ
の
モ
ス
ク

は
「
メ
ル
ズ
ィ
フ
ォ
ン
ル
・
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
モ
ス
ク

M
erzifonlu K

ara M
ustafa M

escidi

」
の
名
称
で
現
存
す
る

（Y
elm

en, “K
azlıçe

m
e ”, p. 513

お
よ
び
筆
者
に
よ
る
二
〇
〇

八
年
の
現
地
調
査
に
拠
る
）。

（
17
）　A

yvansarâyî, H
adîkatü ’l-Cevâm

i ‘, p. 301.

（
18
）　T

anm
an, M

. Baha, “Peri
an Baba T

ekkesi ”, in D
ünden 

Bugüne I

・stanbul A
nsiklopedisi, vol. 6, 1994, p. 242; V

atin, 
N

icolas &
 T

hierry Zarcone, “Le tekke bektachi de 
K

azlıçe
m

e: I. étude historique et épigraphique ”, 
A

natolia M
oderna, 7 (1997), pp. 80, 91-92. 

な
お
、
一
八
世
紀

の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
市
壁
内
外
の
修
道
場
に
関
し
て
少
な
く
と
も
二

件
の
調
査
記
録
が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
イ
ェ
デ
ィ
ク

レ
周
辺
の
修
道
場
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
（M

ustafa K
esbî, 

A
hm

et Ö
reten (ed.), I

・bretnüm
â-yı D

evlet (T
ahlil ve 

T
enkitli M

etin), A
nkara, 2002, pp. 326-332; Çetin, A

tilla, 
“I

4stanbul ’daki T
ekke, Zâviye ve H

ânkahlar H
akkında 

1199 (1784) T
arihli Ö

nem
li Bir V

esika ”, V
akıflar D

ergisi, 
13 (1981), pp. 583-590

）。

（
19
）　

例
え
ば
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
は
「
町
の
外
に
は
一
軒
の
活

力
を
与
え
る
泉
（çes m

e-i cânfezâ ‘

）
が
あ
り
、
そ
の
ア
ー
チ
天

井
の
下
に
あ
る
四
角
形
の
大
理
石
に
大
理
石
工
（m

erm
er-bûr

）

の
親
方
が
一
羽
の
ガ
チ
ョ
ウ
（kaz m

urgu

）
を
彫
っ
た
。
如
何

な
る
言
葉
で
も
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
、
ま
る
で
生

き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
民
衆
の
言
葉
で
は
「
ガ
チ
ョ
ウ
の
泉
」

と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
（Evliyâ Çelebi, 

Seyahatnâm
esi, vol. 1, p. 192

）。
他
方
、
エ
レ
ム
ヤ
・
チ
ェ
レ

ビ
ー Erem

ya Çelebi K
öm

ürciyan

（
一
六
九
五
年
歿
）
は
「
こ

の
名
前
の
由
来
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ガ
チ
ョ
ウ
が
草
を
食

べ
よ
う
と
し
て
地
面
を
ひ
っ
か
い
て
掘
り
、
掘
っ
た
場
所
か
ら
水

が
出
た
。
人
々
も
こ
こ
を
掘
り
、
湧
水
を
見
つ
け
た
の
で
水
を
引

き
、
泉
を
作
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
（Erem

ya Çelebi 
K

öm
ürciyan, H

rand D
. A

ndreasyan (tr.), I

・stanbul T
arihi 

(X
V

II. A
sırda I

・stanbul), I

4stanbul, 1988, p. 25

）、
ホ
ヴ
ァ
ネ

シ
ヤ
ンSarkis Sarraf H

ovhannesyan

（
一
八
〇
五
年
歿
）
は

「
一
羽
の
ガ
チ
ョ
ウ
が
草
を
食
べ
る
際
に
く
ち
ば
し
で
地
面
を
つ
つ

い
た
。
す
る
と
地
面
か
ら
水
が
わ
き
出
た
。
こ
の
水
を
見
た
人
び

と
が
集
ま
っ
て
地
面
を
掘
り
、
豊
か
な
水
が
わ
き
出
る
泉
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
泉
に
は
、
こ
の
出
来
事
か
ら

「
ガ
チ
ョ
ウ
の
泉
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
る

（Sarkis Sarraf H
ovhannesyan, E

lm
on H

ançer (tr.), 
Payitaht I

・stanbul ’un T
arihçesi, I

4stanbul, 1996, p. 31

）。
な

お
、
現
存
す
る
泉
に
は
一
五
三
七
年
に
メ
フ
メ
トM

ehm
ed

と
い

う
人
物
が
建
設
し
た
こ
と
を
伝
え
る
碑
文
が
存
在
す
る
が

（Y
elm

en, “K
azlıçe

m
e ”, p. 513; E

rtu
, N

ecdet (ed.), 
I

・stanbul T
arihî Çe

m
eler K

ülliyatı, vol. 2, I

4stanbul, 2006, 
pp. 204-205

）、
こ
の
点
に
言
及
し
た
他
の
史
料
の
存
在
は
管
見
の

限
り
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
建
設
時
期
や
建
設
者
に
つ
い
て

は
今
後
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
20
）　D

a
ta

, Lütfü, A
nadolu ’da D

ericilik, I

4stanbul, 2007, p. 
34.
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（
21
）　Ba

bakanlık O
sm

anlı A
r

ivi, Cevdet Belediye, no. 2706, 
6 Ca 1180 (10/10/1766).

（
22
）　

こ
の
他
に
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
百
科
事
典
』
の
「
カ
ズ
ル
チ
ェ
シ

ュ
メ
地
区
」
の
項
目
に
は
「
カ
ズ
ル
チ
ェ
シ
ュ
メ
浴
場K

azlıçe
m

e 
H

am
am

ı
」
の
建
物
跡
の
写
真
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
浴

場
に
関
す
る
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
（Y

elm
en, “K

azlıçe
m

e ”, 
p. 513

）。

（
23
）　

表
の
作
成
に
あ
た
り
二
四
業
種
中
一
八
業
種
は
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ

周
辺
の
商
工
民
に
関
す
る
調
査
記
録
で
あ
るI

4

S, 24, 79A
-2, 7 

 
1140 (19/3/1728) 

に
依
拠
し
た
。
他
の
六
業
種
の
う
ち
皮
鞣
工

はI

4

S, 24, 82A
-2, 7 

 1140 (19/3/1728)

、
羊
屠
畜
場
はI

4

S, 
24, 80B-1, 7 

 1140 (19/3/1728)
、
牛
屠
畜
場
はI

4

S, 24, 
82A

-2, 7 
 1140 (19/3/1728)

、
蝋
燭
工
はI

4

S, 24, 70B-1, 20 
Ra 1139 (15/11/1726); 83A

-2, 7 
 1140 (19/3/1728)

、
腸
線

工
はI

4

S, 24, 45A
-1, 1 S 1139 (28/9/1726)

、
ス
ィ
ミ
ト
屋
は

I

4

S, 24, 76B-2, 26 R 1139 (21/12/1726) 
に
依
拠
し
た
。

（
24
）　

例
え
ば
皮
鞣
工
に
関
す
る
記
録
を
見
る
と
、
列
挙
さ
れ
た
親
方

の
う
ち
最
初
の
四
三
人
に
は
所
属
す
る
職
人
や
徒
弟
（
各
一
─
九

人
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
二
二
人
に
は
そ
の
名
が

記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮

鞣
工
房
群
に
は
多
数
の
部
外
者
が
流
入
し
、
皮
鞣
工
と
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
の
人
数
も
こ
の
記
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
25
）　

チ
ョ
レ
ク
と
ス
ィ
ミ
ト
は
、
と
も
に
パ
ン
の
一
種
で
あ
る
。
当

時
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
販
売
さ
れ
た
パ
ン
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

一

先

ずA
ynural, Salih, I

・stanbul D
e

irm
enleri ve 

Fırınları: Zahire T
icareti (1740-1840), I

4stanbul, 2001, 
pp. 111-128

を
参
照
せ
よ
。

（
26
）　

エ
ス
キ
ジ
（eskici

）
は
一
般
に
①
古
靴
を
販
売
す
る
古
靴
屋
、

②
古
着
な
ど
を
主
に
ビ
ト
市
場Bitbâzârı

で
販
売
す
る
古
物
屋
、

③
公
衆
浴
場
の
出
入
り
口
や
自
身
の
工
房
で
作
業
す
る
靴
修
理
工

の
三
業
種
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
（
拙
稿
「
一
八
世
紀
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
産
業
の
同
職
組
合
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四

八
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
六
六
頁
、
註
五
九
）、
こ
こ
で
の
エ

ス
キ
ジ
を
い
ず
れ
か
の
業
種
に
特
定
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
史

料
的
制
約
か
ら
困
難
で
あ
る
。

（
27
）　I

4

S, 24, 78A
-2, 24 R 1139 (19/12/1726). 

な
お
、
エ
レ
ム

ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
記
録
か
ら
の
み
居
酒
屋
の
存
在
が
確
認
さ
れ

る
（Erem

ya Çelebi, I

・stanbul T
arihi, p. 25

）。

（
28
）　I

4

S, 23, 35A
-2, 20 C 1108 (14/1/1697); 35B-1, 21 C 1108 

(15/1/1697). 

（
29
）　K

ısm
et-i A

skeriye M
ahkem

esi 
er ‘iye Sicil D

efterleri, 
90, 4A

-4, 17 N
 1158 (13/10/1745).

（
30
）　

Ｎ
・
サ
カ
オ
ー
ル
や
Ｒ
・
Ｅ
・
コ
チ
ュ
に
よ
る
事
典
項
目
を
除

く
と
、
独
身
部
屋
に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
研
究
は
管
見

の
限
り
見
当
た
ら
な
い
（Sakao

lu, N
ecdet, “Bekâr O

daları ”, 
in D

ünden B
ugüne I

・stanbul A
nsiklopedisi, vol. 2, 

I

4stanbul, 1994, pp. 123-124; K
oçu, Re

ad Ekrem
, I

・stanbul 
A

nsiklopedisi, vol. 5, I

4stanbul, 1961, pp. 2392-2410

）。
な
お
、

エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー
の
『
旅
行
記
』
に
よ
る
と
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
各
地
に
点
在
す
る
独
身
部
屋
に
は
部
屋
長
（odaba

ı

）
や
管

理
人
（hâkim

, zâbit

）
が
お
り
、
保
証
人
（kefîl, zam

ân

）
の



オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群

一
六
七　
（
一
六
七
）

あ
る
者
に
限
り
入
居
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ

レ
ビ
ー
は
住
民
を
「
ス
ズ
メ
バ
チ
の
よ
う
な
男
ど
も
（sarıca arı 

erler

）」
と
表
現
し
、
そ
の
血
気
盛
ん
な
様
子
を
強
調
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
四
〇
〇
の
部
屋
か
ら
な
る
ヨ
ル
ゲ
チ
ェ
ン
部
屋

Y
olgeçen O

daları

で
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
一
〇
〇
〇
人
の
武
装

し
た
若
者
が
飛
び
出
し
て
く
る
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
イ
ェ

デ
ィ
ク
レ
周
辺
の
独
身
部
屋
に
関
す
る
言
及
は
な
い
（Evliyâ 

Çelebi, Seyahatnâm
esi, vol. 1, p. 155

）。

（
31
）　Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 192.

（
32
）　Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 322. 

同
史
料
の

カ
ス
ム
パ
シ
ャ
皮
鞣
工
房
群
に
関
す
る
説
明
の
な
か
に
も
類
似
し

た
記
述
が
あ
る
（Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 
207

）。

（
33
）　
『
旅
行
記
』
に
記
さ
れ
た
「
我
が
主
人
で
あ
る
故
メ
レ
キ
・
ア

フ
メ
ト
・
パ
シ
ャM

elek A
hm

ed Pa
a

が
一
〇
〇
六
／
一
五
九

七
─
九
八
年
（
正
し
く
は
一
〇
六
一
／
一
六
五
一
年
）
に
大
宰
相

職
か
ら
罷
免
さ
れ
た
の
は
彼
ら
（
皮
鞣
工
）
の
せ
い
で
あ
る
。
つ

ま
り
無
慈
悲
で
暴
力
的
な
商
工
民
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
に

拠
る
（Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 322
）。
な
お
、

こ
の
騒
乱
に
つ
い
て
はY

i, G
uild D

ynam
ics, pp. 213-235

お

よ
び
拙
稿
「
オ
ス
マ
ン
朝
下
の
同
職
組
合
に
関
す
る
研
究
動
向
と

課
題
」
一
五
八
─
一
五
九
頁
を
参
照
。

（
34
）　I

4

S, 24, 82A
-3, 7 

 1140 (19/3/1728).

（
35
）　

独
身
部
屋
に
な
ら
ず
者
や
失
業
者
が
集
ま
り
、
周
囲
の
治
安
を

悪
化
さ
せ
る
現
象
は
他
の
地
区
で
も
広
く
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
一
八
世
紀
後
半
の
ア
ト
パ
ザ
ルA

tbâzârı

地
区
の

独
身
部
屋
に
つ
い
て
はRefik, A

hm
et, H

icrî O
n I

・kinci 
A

sırda I

・stanbul H
ayatı (1100-1200), I

4stanbul, 1930, pp. 
185-186, no. 226

を
参
照
。

（
36
）　

皮
鞣
工
組
合
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
の
同
職
組
合
」
二
三
〇
頁
を
参
照
。

（
37
）　I

4

S, 24, 39B-2, 25 Z 1138 (24/8/1726). 

な
お
、
肉
屋
と
皮

鞣
工
に
よ
る
皮
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
の
同
職
組
合
」
二
三
二
─
二
三
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
38
）　I

4

S, 24, 39B-3, 25 Z 1138 (24/8/1726). 

新
た
な
ア
ヒ
ー
バ

バ
と
ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
へ
の
勅
許
状
（berât

）
の
発
給
を
カ
ー
デ
ィ

ー
が
政
府
に
要
請
し
た
報
告
書
（i ‘lâm

）
は
そ
れ
ぞ
れI

4

S, 24, 
55A

-4, 24 S 1139 (21/10/1726); 59A
-2, 24 S 1139 

(21/10/1726) 

とI

4

S, 24, 55A
-3, 24 S 1139 (21/10/1726) 

を

参
照
。
ま
た
、
こ
の
報
告
書
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
勅
許
状
の
写

し
は
そ
れ
ぞ
れI

4

S, 24, 61A
-2, 29 S 1139 (26/10/1726) 

とI

4

S, 
24, 61A

-3, 11 Ra 1139 (6/11/1726) 

を
参
照
せ
よ
。
な
お
、I

4

S, 
24, 61A

-2

に
は
O
・
N
・
エ
ル
ギ
ン
に
よ
る
校
訂
が
あ
る

（Ergin, O
sm

an N
uri, M

ecelle-i U
m

ûr-ı B
elediye, vol. 1, 

I

4stanbul, 1922, pp. 549-550

）。

（
39
）　I

4

S, 24, 40A
-2, 25 Z 1138 (24/8/1726).

（
40
）　I

4

S, 24, 56B-1, 24 S 1139 (21/10/1726). 

こ
の
不
正
行
為

や
処
罰
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
41
）　I

4

S, 24, 83A
-2, 7 

 1140 (19/3/1728) 

に
は
、
カ
ー
デ
ィ

ー
が
蝋
燭
工
組
合
に
対
し
て
得
体
の
知
れ
な
い
盗
賊
を
受
け
入
れ

な
い
こ
と
に
加
え
、
い
か
な
る
部
外
者
も
工
房
に
住
ま
わ
せ
な
い

こ
と
を
警
告
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、
実
際
に
蝋
燭
工
が
こ
う
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し
た
行
為
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
記
述
は
現
時
点

で
見
当
た
ら
な
い
。

（
42
）　

イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
房
群
に
あ
る
一
軒
の
工
房
の
門
前
で
遺

体
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
史
料
を
見
る
限
り
死
亡

原
因
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
皮
鞣
工
房
群
の
通
り

の
中
央
に
位
置
す
る
「
石
灰
槽
（kireçlik

）」
と
呼
ば
れ
る
穴
の

危
険
性
に
着
目
し
、
再
発
防
止
策
と
し
て
そ
の
四
方
を
高
さ
二
・

五
ズ
ィ
ラ
ー
（
約
一
・
九
メ
ー
ト
ル
）
の
石
な
い
し
石
灰
の
壁
で

囲
い
込
む
よ
う
に
命
じ
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
長
官
（yeniçeri a

ası

）

を
そ
の
監
督
官
（m

übâ
ir

）
に
任
命
し
た
。
さ
ら
に
、
当
該
地

区
で
同
様
の
事
件
が
起
き
た
際
、
商
工
民
の
親
方
が
賠
償
金

（diyet

）
を
被
害
者
の
相
続
人
に
、
相
続
人
が
い
な
い
場
合
は
政

府
に
支
払
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
43
）　I

4

S, 24, 78A
-2, 24 R 1139 (19/12/1726). 

な
お
、
こ
こ
で

の
決
定
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
先
述
の
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
周

辺
の
商
工
民
に
関
す
る
調
査
記
録
で
あ
るI

4

S, 24, 79A
-2, 7 

 
1140 (19/3/1728) 

と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）　Y

i, G
uild D

ynam
ics, pp. 102-105.

（
45
）　I

4

S, 51, 104B-1, 11 M
 1199 (24/11/1784).

（
46
）　I

4

S, 61, 80B-1, 20 Za 1207 (29/6/1793).

（
47
）　I

4

S, 61, 95A
-2, 24 Z 1207 (2/8/1793).


